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「抜本的」 
というのは「根本（こんぽん）」よりもっと上のレベル（＝深度が深い概念）です。 
「根本を抜く」位ですから。 
抜いた後に何かしようという訳ですから、相当にすさまじい事である訳です。 
少なくとも現時点での既得権者はすっ飛んで消えてなくなるのは間違いありません。 
大抵の既得権者というのは「現時点での根本（常識と言ってもいいかもしれません）」の上
に全て成り立っているからです。 
しかし既得権者というのは何も政治家や評論家の専売特許ではありません。 
嘗ては恐竜もそうでした。 
そういう視点で見てみますとこの地球上において「今の人類全体」がそれに当て嵌っている
とも謂えそうです。 
簡潔に申し上げますと 
「この地球上において現時点では人類全体が今の根本の上に成り立っている最大の既得権
者である」 
と。 
此処でいくつか質問が出てくるでしょう。 
「今の根本てぇ、なぁに？」 
「人類って本当に今最大の既得権者なの？」 
「それを抜本しちゃうとどうなるの？」 
「何が我々を抜本しちゃう訳？」 
「抜本されると自分達はどうなっちゃうの？」 
「自分も人類の端くれだから、抜本されたくないんだけれど、それにはどうすればいいの？」 
「抜本というからには相当時間がかかるのよね？どのくらいかかるの？」 
「ところでここで言っている抜本てぇ、人類滅亡とか人類消滅や衰退とかの意味で言って



いるの？そんな話なら先の事だし、自分にそんな力ないし、成る丈聞きたくないんだけど。
なんでそんな話持ち出してくるのよ？いくら最近例外的不測が多いからって。ひょっとし
て藪から棒に目の前で手をパァンするみたいな是って、新手の誘導勧誘か何か？」 
等など。 
想定される質問を矢継ぎ早に立てておりながら誠に失礼な物言いとなりますが 
実は 
「誘導勧誘は兎も角、残念ながら自分もその答えを一つだに持ち合わせていない」 
のです。 
しかしこれらの質問群は可及的速やかに解かなくてはならないものたちの様な気がしてお
ります。 
そうでないと「既得権者ボケして鈍感になっている我々」はそのうち恐竜と同じく「抜本さ
れちゃう」可能性が極めて高い事が想像に難くありませんから。 
 


